Scintigraphic Assessment of Rotated Femoral Head After Transtrochanteric Rotational Osteotomy For Osteonecrosis by ナカイ, ツヨシ & 中井, 毅
Osaka University












学位記番号第 1 580 1 号
学位授与年月日 平成 12 年 12 月 11 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当
学位論文名 Scintigraphic Assessment of Rotated Femoral Head After 

















1984から 1992年において施行された大腿骨頭回転骨切り術30例33股関節について術後 3 週の時点で撮像した骨シン
チグラフィーを検討した。症例は男性20例、女性10例であり、手術時の平均年齢は34.4歳である。平均経過観察期間
は 10.0年であった。大腿骨頭壊死症発症の誘因はステロイド投与24例、アルコール多飲 4 例、特発性 2 例であったo





ントゲン成績を 2 群に分類した。 1 群は圧壊の進行を認めない群、 2 群は圧壊の進行を認める群とした。さらに、術
後 3 週の時点で骨シンチグラフイーを施行した。大腿骨頭内の cold area の存在部位により所見を 2 群に分類した。
A群は荷重部に cold area を認めない群、 B群は荷重部の全体を cold area が占める群とした。術後のレントゲン所
見と骨シンチグラフィーの所見を比較した。術前側面像における健常部関節面に占める割合は30-47% (平均36.9%)
であり、 l 群で平均36.0% 、 2 群で37.8%であった。術後正面像において荷重部における健常部の占める割合は10--
66% (平均34.4%) であり、 1 群で3 1.8%、 2 群で37.7%であった。術前後のレントゲン所見と圧壊の進行とは相関
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中236股関節、 86%が成功であった。しかし、他家による報告では成功率は低い。西塔によれば15 股関節において 9





節中13股関節で cold area を認めなかった。しかし、術前後の単純レントゲン所見では圧壊の進行を予測することは










年であった。大腿骨頭壊死症発症の誘因はステロイド投与24例、アルコール多飲 4 例、狭義の特発性 2 例であった。
単純レ線と骨シンチグラムについて検討した。単純レ線では術前側面像において健常部関節面が占める割合、術後正
面像において荷重部における健常部の占める割合を測定した。圧潰の進行についてレントゲン成績を 2 群に分類し、
1 群は庄潰の進行を認めない群、 2 群は庄潰の進行を認める群とした。さらに、骨シンチグラムは大腿骨頭内の
cold area の存在部位により 2 群に分類し、 A群は荷重部に cold area を認めない群、 B群は荷重部の全体を cold
area が占める群とした。術前側面像において健常部関節面が占める割合は平均36.9%であり、 l 群で平均36.0%、 2
群で平均37.8%であった。術後正面像において荷重部における健常部の占める割合は平均34.4%であり、 1 群で31.8
%、 2 群で37.7%であった。単純レ線所見と圧潰の進行とは相関が認められなかった。骨シンチグラムはA群16股関





は16股関節中13股関節で cold area を認めなかった。すなわち、術後の骨シンチグラムは予後予測に有用であり、術
後早期に荷重部に cold area が認められた場合には圧潰の進行に対する十分な注意が必要であることが示された。以
上より、本論文は学位の授与に値すると考えられるo
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